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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，「ユーザが表現したいけれどもうまく表現できないイメージ」が無意識的
に込められているユーザの発したパラ言語情報およびオノマトペを，情報機器に対する入力情報として再利用すること
ができる音声入力手法の提案を行った．具体的には，ユーザがうまく表現できないイメージがパラ言語情報およびオノ
マトペのどのような要素に反映されているのかを調査し，その結果を解析することでこれらを四次元属性ベクトルとし
て表現する手法を確立した．そして，ユーザがそれらに込めたイメージを具現化する描画システムを作成し，ユーザの
抱いたイメージが適切に反映されているかどうか評価実験を行った．

研究成果の概要（英文）：It is said that user’s ambiguous and intuitive feelings are embedded in the 
onomatopoeic expressions and paralinguistic information in speech sounds. Therefore, an interface system 
that can use such expressions or information as input information could comprehend such user’s feelings, 
and moreover, this system would contribute to realizing a stress-free speech input method for users. 
Specifically, I firstly proposed an objective quantification method for onomatopoeic expressions and 
paralinguistic information, and developed a drawing system that can change the drawing effects of certain 
target in accordance with the quantified onomatopoeic expressions and paralinguistic information. Based 
on the positive evaluation for this system, I proposed much more realistic applications especially for 
the research areas of clinical psychologies.
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１．研究開始当初の背景 
近年，インターネットに代表される情報環
境の整備は急速に進みつつあり，スマートフ
ォン，タブレット端末などの情報機器を携帯
するだけで屋内外問わずにユーザはその恩
恵を受けられるようになってきた．また，
2011年 3月 11日に発生した東日本大震災直
後の東京都内では，携帯電話や固定電話は完
全に不通状態であったものの，インターネッ
ト環境はほぼ平常時と変わらずに使用でき
たことから，その利便性のみならずライフラ
インとしての頑健性も同時に示されたとい
える．よって，このような利便性と頑健性を
兼ね備えた情報環境の恩恵を受けることが
できるユーザ数を増やすことは，情報化社会
の実現に向けて喫緊の課題であるといえる．
そしてその際には，誰でも情報環境の恩恵を
受けられるように，どのような習熟度のユー
ザであっても扱いやすい情報機器を実現す
ることが必要不可欠となる．現在，習熟度が
低いユーザに対しては，限定された機能のみ
が実装された情報機器を用意することが一
般的な対処法であるが（例．携帯電話に対し
て通話とメールという基本機能のみを実装
した NTT ドコモ社の「らくらくホン」は，
高齢者層に対して携帯電話を急速に普及さ
せることに成功した），多種多様な情報のや
り取りを可能とする情報環境の利便性に鑑
みた場合，使用できる機能を制限するのでは
なく，ユーザの思い通りに情報環境を利用で
きるような情報機器を実現することが重要
となる． 
 現在普及している情報機器の多くは，ある
特定のチャンネルを通じてのユーザの入力
のみを受け付け，その入力に応じた出力をユ
ーザに提示するものである．よって，そのよ
うな情報機器に対峙したユーザは，その機器
が持つ入力チャンネルに合致した形式にて
自らの操作意図を表現し，それを入力する必
要がある．その際，情報機器に習熟していな
いユーザは，自分が情報機器に伝達したい意
図は頭の中でイメージできてはいるものの，
どのようにそのイメージを情報機器に適し
た入力情報に変換したらよいのか分からな
い状態にあるといえる．つまり，情報機器に
対する習熟度が低いユーザは自らの意図全
てを情報機器に入力することができない状
態にあるといえ，その状態を克服する情報機
器への入力手法の開発は急務であると考え
られる． 
ユーザが表現したいけれどもうまく表現で
きないイメージは，ユーザが発するジェスチ
ャ，パラ言語情報（音の高さや大きさといっ
たコトバで表現できない情報）やオノマトペ
（擬音語や擬態語などの総称）に無意識的に
込められていることがこれまでの研究で報
告されている．この知見を踏まえた応募者は，
任意のオノマトペを四次元の属性ベクトル
として表現した上でロボットの動作として
直観的に表現するシステムを提案し，その有

効性を確認することに成功している．よって
情報機器への入力チャンネルが音声情報で
ある場合，この研究の知見を生かして，パラ
言語情報を数値化する手法を提案できれば，
パラ言語情報やオノマトペとして表現され
てしまったユーザが情報機器に伝えること
ができなかったイメージを入力情報として
再利用できるという新たな音声入力手法が
実現できると考えた． 
 
２．研究の目的 
そこで本研究課題では，「ユーザが表現し
たいけれどもうまく表現できないイメージ」
が無意識的に込められているユーザの発し
たパラ言語情報（音の高さや大きさといった
コトバで表現できない情報）およびオノマト
ペ（擬音語や擬態語などの総称）を，情報機
器に対する入力情報として再利用すること
ができる音声入力手法の提案を行った． 
具体的には，ユーザがうまく表現できないイ
メージを音声にて表出する際に，そのユーザ
の伝えたいイメージがパラ言語情報のどの
ような要素に反映されているのかを行動観
察（間接観察法）によって調査した．そして，
その結果を解析することでパラ言語情報（音
の高さや大きさといったコトバで表現でき
ない情報）とオノマトペ（擬音語や擬態語な
どの総称）とを一括して四次元の数値ベクト
ルとして表現する手法を検討した．この調査
結果を基に，ユーザが表出したパラ言語情報
およびオノマトペとしての入力情報を受け
付けるアプリケーションとして，それらの情
報に込められたイメージを反映するシステ
ムを提案した．そして最終的に，本研究で提
案する入力手法が，あらゆる習熟度のユーザ
であってもストレスなく情報機器に対峙で
きるかどうかを評価した． 
 
３．研究の方法 
【平成 25 年度】ユーザがうまく表現できな
いイメージを音声にて表出する際に，そのユ
ーザの伝えたいイメージがパラ言語情報（音
の高さや大きさといったコトバで表現でき
ない情報）のどのような要素に反映されてい
るのかを行動観察（間接観察法）によって調
査し，その結果を解析することでパラ言語情
報とオノマトペとを一括して四次元の数値
ベクトルとして表現する手法を提案した． 
 
【平成 26 年度以降】ユーザが表出したパラ
言語情報およびオノマトペとしての入力情
報を受け付けるアプリケーションとして，そ
れらの情報に込められたイメージを反映す
る描画システムを構築し，そのシステムにつ
いての評価実験を行った． 
 
４．研究成果 
【平成 25 年度】ユーザがうまくコトバとし
て表現できないイメージを音声にて表出す
る際に，そのユーザの伝えたいイメージがパ



ラ言語情報（音の高さや大きさといった言葉
では表現できないアナログ的な周辺言語情
報）のどのような要素に反映しているのかを
観察する調査を行った．具体的には，実験参
加者に対して目の前の画面に表示されたオ
ノマトペを普通に発話してもらう場合と，そ
のオノマトペから感じた意図を強調して発
話する場合という二種類の音声を採取し，特
に，意図を強調した際の発話における音響的
な特徴を把握する調査を行った．そして，そ
の音響的な特徴と，オノマトペを表現する四
次元ベクトルの各属性値との対応関係につ
いて整理した．その結果，キレ属性および躍
動感属性が高い値を示しているオノマトペ
の場合，その意図が強調されると，その発話
時間が短くなり，促音が併用されるという傾
向が明らかになった．またその一方，柔らか
さ属性が高い値を示しているオノマトペの
場合，その意図が強調されると，最後の音節
にアクセントが付与されたり，促音が使用さ
れるという傾向が明らかとなった．現在のと
ころ，想定していたような時系列的な音響的
な特徴は観察されていないために，パラ言語
情報の数値化においては，発話時間および促
音およびアクセントの検出（つまりパワー情
報の変動）に焦点を絞って行うという大まか
な方針を立案した． 
 
【平成 26 年度】前年度の研究成果に基づい
て，ユーザが発した音声からそのパラ言語情
報を抽出し，その意図を数値化して，任意の
対象に反映するシステムの開発を行った．具
体的なシステムとして，コンピュータ上の描
画アプリケーションを作成し，パラ言語情報
の数値化が妥当であるかの評価実験を行っ
た．この描画アプリケーションは，画面の中
央にボールが表示されており，そのボールに
対してオノマトペを音声で入力すると，その
オノマトペおよび音声のパラ言語情報が数
値化され，その印象に基づいてボールが動作
することで，結果として描画エフェクトを出
力するというものである．評価実験の結果，
多くのユーザから「自分の思い通りにボール
を動かすことができた」「操作がわかりやす
かった」といった，高い評価を得ることがで
きた．その一方，現状の問題として，音声か
ら言語情報を抽出する際の精度がそれほど
高くないため（それゆえに現状では，入力音
声をオノマトペに限定している），その精度
を向上させた上で，オノマトペ以外の言語情
報を入力できるようにシステムを拡張する
ことを検討した． 
 
【平成 27 年度】最終年度の研究活動におい
ては，本研究で得られた知見を前年度に開発
したシステムよりもさらに具体的なアプリ
ケーションへと昇華するために，臨床心理分
野への応用を検討するための網羅的な調査
を行った．具体的には，自らの心的状態を表
現する際に利用する SUDs と呼ばれる指標と

してオノマトペを利用することで，患者への
適切な支援が可能となるという知見が得ら
れたため，患者の音声をリアルタイムで解析
するようなシステム案を提案した． 
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